
富山県リハビリテーション病院・
こども支援センター

令和２年３月７日



誰もが、その人らしく暮らせる

「共生社会」を目指し、

障がい児・者の自立と社会参加に向けて、

総合的なリハビリテーションを推進し、

地域社会に貢献します。

病院理念



病院の概要
1.所在地 富山市下飯野36番地

2.病床数 （1）回復期リハビリテーション病棟１００床

（2）一般病棟５０床

（3）こども棟５２床

(4)療養介護棟３０床（今年度２０床）

《計２３２床》

3. （１）常設科 内科、脳神経内科、脳神経外科、整形外科、

リハビリテーション科、歯科、小児科

（２）非常設科 泌尿器科、皮膚科、耳鼻科、精神科、眼科

（３）専門外来 手・足の外科、パーキンソン病、腎臓・高血圧、

嚥下、糖尿病、高次脳機能、リウマチ、甲状腺、

非侵襲的磁気刺激治療、てんかん、ボツリヌス

子どもの心(児童精神）、義肢装具



リハビリテーション看護

* 急性期
生命維持

* 回復期
リハビリテーション

* 維持期
日常生活動作確立

在宅・社会復帰

急性期病院

リハビリテーション専門病院

地域包括ケアにつなぐ

見守る看護･待つ看護・
考える看護を実践し
「できるADL」を
「しているADL]にします
患者さんの回復を共に
喜び看護のやりがいを
実感できます



入院前・退院後患者訪問
・急性期病院への入院前患者訪問によって病院スタッ
フ同士がより円滑な情報交換の実施、患者さんへ当
院の説明を実施することで転院時の不安軽減
・転院直後から退院後の生活を想定した患者中心の
リハビリテーション医療を提供

入院前患者訪問数
平成３０年度８４３件
平成３１年度７５３件

・自宅退院となった患者を対象に１か月以内に看護師
が自宅へ訪問し、退院後の生活状況について確認
・退院後も切れ目ない看護を提供

入院前訪問

退院後訪問



患者の機能維持・回復をめざし、チーム医療の実践と、

思いやりのある看護を提供します。

看護局紹介

看護職員
・看護師 175名
・看護補助者他 15名
外来・病棟・中材/手術室
地域医療福祉連携室
訪問看護ステーション

ライフスタイルに合わせた
勤務体制

・三交替勤務制（一部二交替ミックス）

・育児短時間制度導入
・院内保育（ことり保育園）

教育システムも充実
・クリニカルラダーⅠ～Ⅳ
・院内外研修
・認定看護師支援

患者と向きあえる看護方式
・プライマリーナーシング
・パートナーシップ ナーシングシステム



回復期リハビリテーション病棟

・急性期病院と連携して出来るだけ早く高度・専門的・

集中的な「回復期リハビリ」を実施

・入院前患者訪問の実施

・入院時の合同評価の実施

・３６５日リハビリテーション（PT・OT・ST）

・在宅で過ごすための住宅評価の実施

・退院後訪問



回復期病棟看護師の業務と一日の流れ

13：00 集団起立訓練
13：30 病棟カンファレンス
14：00 月一回の病状説明

入浴介助、歩行訓練
16：00 更衣介助
16：30 申し送り
17：30 のびのび体操
18：00 嚥下体操、夕食介助・口腔ケア
18：30 ナイトレク（３０分間）
19：00 ナイトケア
21：00 消灯

6：00 起床、モーニングケア
7：15 嚥下体操
7：30 朝食介助・口腔ケア
8：30 患者さんにスケジュール表を配布
8：40 多職種を交え申し送り

定期カンファレンス
9：00 バイタルサインチェック

更衣、処置、入浴介助など
病棟での歩行・日常生活訓練

11：45 嚥下体操
12：00 昼食介助・口腔ケア

のびのび
体操



回復期病棟の様子

ぬり絵・体操・カラオケ・ちぎり絵

ＤＶＤ鑑賞・季節に合わせたイベントを実施

季節の
ちぎり絵

棒体操

夏祭り



一般病棟
・脳卒中、骨折、神経難病の入院治療

磁気刺激療法、ボトックス療法、パーキンソン病の治療

内科（消化器疾患、嚥下障害、糖尿病、肺炎）

・リハビリテーションを行いながら、サービスや訪問看護・
訪問リハビリにつなげ、在宅復帰を目的にチーム医療を
提供

・平日救急患者の受け入れ

（四肢の骨折、外傷患者）

・手術患者の看護（手.足の整形外科手術）

・ITB療法、脳外科手術後の患者の看護



こども棟
・それぞれの児に合った治療を行い自立した生活に向け
て必要な療育を提供

・呼吸・姿勢・栄養管理等医療ケアの必要な子供に対し、
多職種と連携し個々の発達段階・障害程度に応じた支援

・短期入所、日中一時預かりなどにより在宅支援を実施



こども棟の看護師の業務と一日の流れ

下校後
・おやつ(15；00頃) ・入浴 ・病棟訓練
・余暇活動

(テレビ、DVD、ゲーム、カラオケ等)
17：00 自由時間(学習や読書)
18：00 夕食
18：45 歯磨き、着替え
19：00 余暇活動、ナイトケア
21：00 消灯

6：00 起床・排泄・着替え・
洗面の介助

7：30 朝食
8：15 朝集会
8：30 登校準備→登校
12：10 昼食(休日のみ)

朝の登校準備、朝の集会



こども棟の様子
プール遊び

節分

クリスマス会

ハロウィン



療養介護棟
・平成30年7月2日に開設

・１８歳以上の医療と常時介護を必要とする方に、機能訓
練、療養、看護、介護及び日常生活支援を提供

・主に筋ジストロフィーやALS（筋萎縮性側索硬化症）など
の神経難病や脳性麻痺、人工呼吸器装着中の患者さん
が入院



療養介護棟の看護師の一日の流れ

6：00 起床、モーニングケア
7：30 朝食介助・口腔ケア
8：30 バイタルサインチェック
8：50 多職種を交え申し送り
9：00 バイタルサインチェック、処置、

更衣、水分補給、入浴介助な
どの日常生活援助
12：00 昼食介助・口腔ケア

13：30 病棟カンファレンス
14：00 水分補給・入浴介助などの

日常生活援助
15：00 レクリエーション
16：00 日常生活援助
18：00 夕食介助、口腔ケア
19：00 ベッドへの誘導
21：00 消灯



新任者教育について
➢パートナーシップ・ナーシング・システム（ＰＮＳ）

➢リハビリ研修(病棟リハビリ・訪問看護

・訪問リハビリ・心理療法)

➢ポートフォリオ活用

➢BLS研修・救急看護研修



教育サポートシステム
＜日本看護協会＞

➢感染管理認定看護師 １名

➢脳卒中リハビリテーション看護認定看護師 １名

➢摂食嚥下障害看護認定看護師 １名

➢認知症看護認定看護師 1名

＜全国回復期リハビリテーション病棟連絡協議会＞

➢回復期リハビリテーション看護師 ８名
★今後院内外での活躍が期待されています。

学びたい！極めたい！という分野があればサポートします！
費用負担や研修中の給与は保証されます。



ワークライフバランス

・月２回の「ノー残業デー」実施中

・年１回５～7連休１００％取得

・育児・介護休暇制度が充実

・三交替勤務制（一部二交替）

～ワークライフバランスとは、仕事と生活の調和～
個人それぞれのバランスで共に

充実感をもてるように
双方の調和を図ること



先輩NSから一言

生活と仕事が
両立しやすい
職場です。

急性期よりも患者さんと
長く関われるのが良い。

患者さんがリハビリを
頑張る姿に自分が
励まされる。

新人教育が
整っていて
段階的に学
習できる。

回復して自宅に
笑顔で帰っていく
姿を見るととても
嬉しい。



さあ！
私達と一緒に

リハビリテーション看
護を学びませんか？

病院職員一同お待ちしています！


